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札ቌ医科大学大学院ᇱ健医ፑ学研究科における人を対象とする研究の COVID-19 への感染対策を策定す

る。 

 

一ᄤಈ項 

 

・ 換気を፱行する：換気の悪いቹᇘ空間にしないよう、換気設ᅏの適切な運転・点検を実施する。定期

的に外気を取りいれる換気を実施する（ᅏ考参照）。 

・ 人のቹ度を下げる：人をቹ集させない環境を整ᅏ。会場に入る定員をいつもより少なく定め、入退場

に時間差を設けるなど導線を工ᆍする。 

・ 近距ጱでの会Ꭽや発声、高唱をさける：大きな発声をしない。会Ꭽはᅢጅ最小限にとどめる。 

・ ソーシャルディスタンス（原則２ｍ）を確ᇱする。 

・ エレベータは定員の半数に制限する（ᇝを向いて乗車）。 

・ 共ዛᆾの適正な管ጫቦは消毒の徹底等。 

・ 施設のドアノブやスイッチ等のᆊ特定多数が接するものに触れたらすぐに手指消毒する 

・ マスクはᅢず着ける。 

 

ᅏ考 

換気ሑሓについて 

・ 機械換気：室内の空調を稼働させる。フィルタのメンテナンス。  

・ 自然換気  

窓の開ᇘによる換気回数（ᆪ屋の空気がすべて外気と入れ替わる回数）をቚ時 2回以上（30ᇀに

一回以上、数ᇀ間程度、窓を全開する）とすること。ただし、実験においては常時換気をᅢጅと

する。空気のጺれを作るため、ᆷ数の窓がある場合、二ሑ向の窓を開ሐすること。窓が一つしか

ない場合は、ドアを開けること。ᅇ験者がᇥわる際には再度換気を行う。 

 

なお、「換気の悪いቹᇘ空間」はリスクのጅ因の一つに過ぎず、一人あたりのᅢጅ換気ፘをተたすだ

けで、感染を確実にያሻできるということまでᇌ献等でነらかになっているわけではないことにጽ意

するᅢጅがある。 

 

 

A.෗を໴ඉとするಲ験 

  

１．ಲ験器具の衛ภ管ጫ 

・ 接触ᆪ位の消毒（ᅇ験者が接触したᆪ位およびᆷ数の検者が共ዛで接触するᆪ位） 

ビニール手袋など着ዿの上、ペーパータオル等に 0.1％次亜塩素酸ナトリウムዽ液を含ませて拭

き、その後水拭きする。 

    高ᆇ度接触ᅳኜ 
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ᅇ験者が接触したᆪ位

（፯） 

ベッド、テーブル，椅子、手すり、ドアノブ、቟、自転

車のハンドルおよびサドル、ᅤ記ዿ具など 

ᆷ数の検者が共ዛで接

触するᆪ位（፯） 

実験機器（センサ፬を含む），PCのキーボード、マウ

ス、ᅤ記ዿ具、机など 

低ᆇ度接触ᅳኜ 

 床（1日 1回清掃する） 

【希೑ሑሓ】 

500ml のペットボトルに塩素系ᅰ白剤を 10ml（キャップ 2杯）入れる。 

（፯：単回のみの使ዿの場合はペットボトル半ᇀにキャップ１杯など適宜調整） 

※塩素ガスが発生するので、使ዿ時には換気を十ᇀにして行う。 

※金属をᆛ食させる性質があるため，金属を消毒したときは 10ᇀ程度たったら水拭きをする。 

実験機器には使ዿしない 

※スプレーボトルでのᇂኈはウィルスᅌ散の可能性があるため、好ましくない。 

※ኪ材や衣ᆴⓐはᅰ白（ᇥ色）の可能性があるため使ዿしない。 

【ᇱ管ሑሓ】 

次亜塩素酸ナトリウムዽ液はዛ機ᆾや光、温度により濃度が低下するため、基቎に作り置き

しない。0.1％液は遮光ቹᇘが十ᇀならば 7日程度を限度に使ዿできるが、原則週をまたいで

使ዿしないこととし、光の当たらない場所でᇱ管する。 

 

・ 実験機器の消毒 

 患者の呼気および顔ኜに触れるもの（マスク、蛇管、マウスピース、ヘッドギアなど）について

は、まず水洗い後、水を張ったዴ器に次亜塩素酸ナトリウムを入れ、0.1％次亜塩素酸ナトリウムዽ

液を作成し、30ᇀ以上浸した後再度水洗いして乾燥させる。 

【ミルトンを使ዿする場合】ミルトンは 1.0%の次亜塩素酸ナトリウム液なので、0.1%で使ዿす

る場合には 10 倍希釈とする。 

【大型の実験機器】蛇管など大型のᆾを消毒する場合は、衣装ケースなどに水を入れዽ液を作成

する。その場合、30ᇀ間の消毒中はフタを締めることができるዴ器を使ዿすること。 

※マスクのゴムや樹脂などは、アルコールでᎀ化する可能性があるのでアルコール消毒せず、

次亜塩素酸ナトリウムによる消毒を行う。 

 

・ 実験に使ዿしたタオル、቟カバーなどリネンはᅇ験者ごとにቚ回交換し、洗濯する。 

 

２．ᅇ験ೄ管ጫ 

・ ጖室した時点でᅢず手洗いまたはアルコールでの手指消毒をさせる。 

・ 実験開始前に体温測定を行う。ᇓ熱より 1℃以上高値もしくは 37.5℃以上である場合には、実験を

延期・中止する。 

・ 実験に支障がない場合は、ᅌቩ感染ሻ止をኬ的としてマスクを着ዿする。 

・ ᅇ験者への研究内ዴ説ነ（実験中の教示を含む）は口頭をᅊけᇌ書をካ読してもらう。 
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＜ᅇ験ೄへのಈ๶・ಈ後の依ጘಈ項＞ 

・ 実験１４日前より、札ቌ医科大学ᇱ健管ጫセンター作成「新型コロナウイルス感染症対策ハンドブ

ック」の体調確認ᅲをዿい、健康状態を把握してもらう。 

・ 実験１４日間以内に、海外渡航または国内の感染拡大警戒地域（ᅋ常事態宣言指定地域）への移動

がある場合には、実験を延期・中止する。 

・ 実験１４日間以内に、以下の身体等の症状や兆候が認められる場合は、実験を延期・中止する。 

＊発熱（37.5℃以上もしくはᇓ熱より 1℃以上の高値）、咳、ᅗ෯、ᩨ、倦໹感、ታ覚/ᔮ覚障害 

・ 実験後に発熱等の身体所見が確認された場合、検者にᎌጛするように依ጘする。 

 

３．検ೄ管ጫ 

・ 上記「体調確認ᅲ」をዿい、実験実施期間はቚ日の健康状態を把握する。 

・ 実験１４日間以内に、発熱（37.5℃以上もしくはᇓ熱より 1℃以上の高値）、咳、ᅗ水、ᩨ、倦怠

感、ታ覚/ᔮ覚障害がある場合は、実験を中止する。 

・ 検者はᅌቩ感染ሻ止をኬ的としてマスクをᅢず着ዿする。状況に応じてゴーグルもᇏዿする。 

・ 激しい呼吸をともなう運動や身体的ᆟ荷をかける場合は、送ᆭによる強፛な常時換気をおこない、

ᅇ験者のᆭ下にはጵたない。 

・ 実験前後にはᅢず手洗いするとともに、実験中もᅇ験者に触れた後には適宜アルコール消毒もしく

は手洗いなどの手指衛生を行う。 

 

ಃፍ 

・日቎環境感染学会 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対応について 

（hWWS://ZZZ.kank\RkanVen.RUg/mRdXleV/neZV/inde[.ShS?cRnWenW_id=328） 

・厚生᎕働省 新型コロナウイルスに関する Q&A

（hWWSV://ZZZ.mhlZ.gR.jS/VWf/VeiVakXniWVXiWe/bXn\a/kenkRX_iU\RX/dengXe_feYeU_Ta_00004.hWml#Q8） 

・国ጵ感染症研究所 新型コロナウイルス（2019-nCoV）に対する感染管ጫ

（hWWSV://ZZZ.niid.gR.jS/niid/ja/diVeaVeV/ka/cRURna-YiUXV/2019-ncRY.hWml） 

・東ሾ大学大学院医学系研究科 新型コロナウイルス感染症 市ኁ向け感染ያሻハンドブック 2版 

・厚生᎕働省発ᅳ資ፍ 「換気の悪いቹᇘ空間」を改善するための換気のሑሓ（リーフレット） 

hWWSV://ZZZ.mhlZ.gR.jS/cRnWenW/10900000/000618969.Sdf 

・厚生᎕働省発ᅳ資ፍ 商業施設等における「換気の悪いቹᇘ空間」を改善するための換気について 

hWWSV://ZZZ.mhlZ.gR.jS/cRnWenW/10900000/000616069.Sdf 

 

B.インタビュー（参加観察）によるデータ೘ആ  
 

・感染拡大時に対ኜによる個人やグループを対象とするデータ収集は、原則として実施しない。 

・可能であれば、電Ꭽ、書ኜ、テレビ電Ꭽ等の直接対ኜしない形式でのデータ収集ሑሓを検討する。 

・対ኜでデータ収集を行う場合は、以下の感染ያሻ策を行うとともに、対象者およびデータ収集担当者の
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健康管ጫとモニタリングを行う。 

・疾患や障害をዛする者、高፼者等の感染リスクの高い者を対象とする場合は、各学会等の指針を参考に

感染ያሻ対策を講じる。 

 

１． インタビュー（参加観察）時の感染ያሻ策 

新型コロナウイルスは気道ᇀᄿᆾおよびᇉᇬからᇀጱされ、ウイルスを含むᅌቩやエアゾルを介

して感染する。したがって、その感染ያሻ策は、対象者およびデータ収集担当者に対し、ᅮ準ያሻ策

に加え、ᅌቩያሻ策と接触ያሻ策を講じるᅢጅがある。 

 

1） マスク・咳エチケット 

データ収集時は、マスクを着ዿする。 

咳・くしゃみなどの症状がある場合は、データ収集の実施を見合わせる。 

やむを得ず咳・くしゃみをする時は咳エチケットを徹底する。 

 

2） 手洗い・手指消毒 

データ収集を行うᆪ屋を入退室する際は、ጺ水と石鹸をዿいた手洗いを行う。 

ጺ水での手洗いが困難な場合は、擦式アルコール製剤で手指消毒を行う。 

 

3） 環境消毒 

  インタビューを行う場における接触ᆪ位の消毒：ドアノブ、机、椅子、ᅤ記ዿ具など 

  消毒ሑሓは、A.人を対象とする実験 １.実験器具の衛生管ጫ（1、2 ᇛ参照）と同じ 

 

4） 換気 

   インタビューを行うᆪ屋の換気を行う。 

  換気ሑሓは、一ᄤ事項（1 ᇛ参照）と同じ。 

 

5） 濃厚接触をᅊける距ጱのᇱ持 

インタビュー時は、2メートル以上の距ጱをとり、真正ኜの対ኜとならないように席をずらすなど

して着席する。インタビュー時間を短縮する。インタビューのために対象者が公共交通機関をጦዿ

して移動するᅢጅがある場合は、混雑しない時間帯を調整するなどの配ፄを行う。 

 

２．対象者の健康管ጫ・モニタリング 

 A.人を対象とする実験 ２.ᅇ験者管ጫ（2ᇛ参照）と同じ 

 

３．データ収集担当者の健康管ጫ・モニタリング 

  A.人を対象とする実験 ３.検者管ጫ（3ᇛ参照）と同じ 

 

参考：基礎疾患のある者を対象とする場合は、関係学会から出されているጽ意点を参考にする。 
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○心臓ᅸ患者に関するጽ意点 

・日቎循環器学会 

   心臓ᅸ患者の新型コロナウイルス感染症に関する Q&A 

   hWWS://ZZZ.j-ciUc.RU.jS/ 

○気管支ᔥ息患者に関するጽ意点 

・日቎アレルギー学会 

   新型コロナウイルス感染における気管支ᔥ息患者への対応 Q&A（医ፑ従事者向け） 

   hWWSV://ZZZ.jVaZeb.jS/mRdXleV/imSRUWanW_liVW/inde[.ShS?cRnWenW_id=67 

○糖尿ᅸ患者に関するጽ意点 

・日቎糖尿ᅸ学会 

   新型コロナウイルス（COVID-19）への対応について（Q&A） 

   hWWS://ZZZ.jdV.RU.jS/ 

○透析患者に関するጽ意点 

・日቎腎臓学会 

   透析患者診ፑにおける新型コロナウイルス感染症について 

   hWWSV://ZZZ.jVn.RU.jS/ 

・日቎透析医学会 

   新型コロナウィルス感染症に対応した医ፑ体制について 

   hWWSV://ZZZ.jVdW.RU.jS/ 

・日቎透析医会 

   新型コロナウィルス感染症に対応した医ፑ体制について 

   hWWS://ZZZ.WRXVeki-ikai.RU.jS/ 

○リウマチ、ᱫ原ᅸ患者に関するጽ意点 

・日቎リウマチ学会 

   新型コロナウイルス（COVID-19）への対応について 

   hWWSV://ZZZ.U\Xmachi-jS.cRm/ 

○がん患者に関するጽ意点 

・日቎癌治ፑ学会 

   新型コロナウイルス感染症に対応した医ፑ体制についての Q&A 

   hWWS://ZZZ.jVcR.RU.jS/jSn/ 

・日቎፣床腫ᩭ学会 

   新型コロナウイルス感染におけるがん患者への対応 Q&A 

   hWWSV://ZZZ.jVmR.RU.jS/ 

○脳卒中患者に関するጽ意点 

・日቎脳卒中協会 

   脳卒中患者さんのための情ሇ 

   hWWS://ZZZ.jVa-Zeb.RUg/ 

○臓器移植患者に関するጽ意点 
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・日቎移植学会ＨＰ：hWWS://ZZZ.aVaV.RU.jS/jVW/ 

 

C.෗の遺໲をዿいたಲ験・研究 

 

１．ホルマリンおよび Thielሓ့の固࿊ശམを౮された遺໲ 

献体受け入れ時に原因ᆊነの肺炎死ሦ者は受け入れ拒ᄵするなどのスクリーニングがおこなわれてお

り、ホルマリンや Thiel 固定液によるኗ菌もあわせて遺体からの感染リスクは低いとみられる（日቎解

ረ学会 資ፍ）。陰圧換気システムが整ᅏされた解ረ実習室での研究においては、換気についての対策

はᆊጅと考えられるが、ᆷ数の研究者で実験や研究を実施する場合は、研究者同士の感染をさけるため

の事前事後の手指のアルコール消毒、グローブとマスク着ዿ（状況に応じてゴーグルも）、可能な限り

のソーシャルディスタンスの確ᇱ、最小限かつ小声の会Ꭽを徹底することとする。 

 

２．ቴ固࿊သ結遺໲ 

献体受け入れ時にて感染者をᄵ定するためのスクリーニングがおこなわれているものの、引き続き遺体

を介した感染リスクは完全にᄵ定できるとはいえないことから、ቴ固定遺体については従前のとおり解

ረ学講座が定めるよう(資ፍ)にバイオハザード準実験室でおこなうことは当然であるが、COVID-19対策

としてᆷ数の研究者で研究を実施する場合は、研究実施者同士の感染を回ᅊするため上記１に準じた対

策を講じることとする。 

 

３．遺໲からの細መやಀፍをዿいた研究 

各研究者は所属する研究室において、バイオハザードに加え、ᆷ数の研究者で研究を実施する場合は、

研究実施者同士の感染を回ᅊするため上記１に準じた対策を講じることとする。 

 

４．෗骨をዿいた研究 

上記１、２により採取された人骨については上記１，２に準ずる。乾燥骨や遺跡出土の人骨の扱いにお

いては、研究対象となる人骨を介しての接触感染の可能性も考えられることから、取り扱いにあたって

は事前事後の手指のアルコール消毒を十ᇀにおこなうこととする。ᆷ数の研究者で実施する場合は、マ

スク着ዿとソーシャルディスタンスを十ᇀにとるなど通常の感染対策に準じる。 

 

資ፍ 危険性のある感染症注を伴うご遺体の取扱いに関する日቎解ረ学会の指針（2020年 3月） 

hWWS://ZZZ.anaWRm\.RU.jS/file/Sdf/gXideline/infecWiRn_Uemain_2003.Sdf 

資ፍ 札ቌ医科大学における献体のቴ固定ᅮ቎ጦዿに関する指針 札ቌ医科大学፝ጫ委員会制定 

(2008) 

 

D.෗を໴ඉとする画ໂ解ื研究 

 

X 線、コンピュータ断層 CT画像、MRI、エコー、三次元ᅳኜ形状スキャナー等をዿいた研究は、これら

をዛするᅸ院等の施設の感染ሻ止ガイドラインに従うものとし、ᇱ健医ፑ学ᆪの施設でおこなう場合は
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対象ᆾにより上記の A.人を対象とする実験（1⿤3ᇛ参照）あるいは C.人の遺体をዿいた実験・研究

（6ᇛ参照）に記載されたガイドラインに準じておこなうこととする。機器および画像解析にዿいるコ

ンピュータにおいては使ዿ前後に、機器の቎体、スイッチⓐ、マウスおよびキーボードやタッチパネル

などの消毒をおこなう。 

「人を対象とする実験と研究の COVID-19感染管ጫマニュアル」 
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